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「八千代の丘美術館」の活用

美
術
館
は
、
行
政
に
と
っ
て
必
要
か
つ
重
要

な
施
設
で
あ
り
ま
す
が
、
美
術
館
の
建
設
は
容

易
に
で
き
て
も
、
収
蔵
す
る
作
品
を
収
集
す
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
美
術
館
の

建
設
を
見
送
る
自
治
体
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。近
傍
島
根
県
の
足
立
美
術
館
は
横
山

大
観
の
作
品
を
展
示
す
る
美
術
館
と
し
て
、
三

次
市
の
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
は
奥
田
元

宋
の
作
品
を
展
示
す
る
美
術
館
と
し
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

本
市
に
は
、
旧
八
千
代
町
か
ら
引
き
継
が
れ

た
、「
八
千
代
の
丘
美
術
館
」が
あ
り
ま
す
。こ
の

美
術
館
は
、
有
名
作
家
の
作
品
を
展
示
す
る
の

で
は
な
く
、新
鋭
作
家
の
皆
さ
ま
に
、作
業
場
を

併
設
し
た
展
示
場
を
一
年
間
、
一
人
一
棟
無
償

で
使
用
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
創
作
し
た

作
品
を
展
示
し
て
い
た
だ
く「
長
期
個
展
」の
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。15
棟
の
ア
ト

リ
エ（
作
業
場
）を
併
設
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
展

示
場
）が
あ
り
、毎
年
入
館
さ
れ
る
新
鋭
作
家
の

皆
さ
ま
が
、
一
棟
一
棟
で
異
な
る
個
性
を
存
分

に
発
揮
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。退
館
時

に
は
、
作
品
を
１
点
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、こ
れ
ま
で
、17
年
間
で
延
べ
２
４
２
人
の
方

か
ら
、
２
４
３
点
の
作
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

入
館
作
家
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
比
治
山

大
学
名
誉
教
授
寺
本
泰
輔
氏
を
会
長
と
す
る

「
八
千
代
の
丘
美
術
館
作
家
選
定
審
査
会
」に
お

い
て
、
部
門（
洋
画
・
日
本
画
・
彫
刻
・
陶
芸
・

書
道
・
刻
字
・
染
色
等
）、
性
別
、
年
齢
構
成
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
、
相
当
な
水
準
を
有

す
る
作
家
を
厳
正
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。入

館
作
家
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
広
島
地
方
の
芸

術
・
美
術
作
家
に
と
っ
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
と
っ
て
心
強

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

入
館
作
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
作
品
展
示
の
ほ

か
、
市
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。特
に
市
内
の
小
・
中
学

校
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
美
術
講
座
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
自
画

像
指
導
等
の
実
技
教
室
を
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。当
館
で
開
催
す
る
小
・
中
学
生
の
自

画
像
展
で
は
、指
導
の
成
果
が
見
ら
れ
、レ
ベ
ル

の
高
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
市
の
人
口
減
対
策

の
一
環
と
し
て
、入
館
作
家
の
皆
さ
ま
が
、本
市

の「
関
係
人
口
」と
し
て
、本
市
に
興
味
を
持
ち
、

施
策
や
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
移
住
・

定
住
に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
入
館
作
家
の
皆

さ
ま
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
２
４
３
点
の

貴
重
な
作
品
を
大
切
に
展
示
・
収
蔵
す
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、美
術
館
に
よ
る
文
化
的
な
広
が
り
は

本
市
に
限
ら
ず
、
行
政
区
域
を
越
え
て
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。入
館
作
家
の
皆

さ
ま
は
、ほ
と
ん
ど
市
外
の
方（
広
島
市
１
５
９

人
・
廿
日
市
市
15
人
・
呉
市
14
人
・
東
広
島
市

12
人
・
安
芸
高
田
市
７
人
・
そ
の
他
35
人
）
で

あ
り
、
広
島
県
全
体
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
美
術
館
で
あ
り
ま
す
。

広
島
県
・
広
島
市
の
行
政
及
び
市
民
の
皆
さ
ま

に
美
術
館
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
広

域
の
美
術
館
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く
べ
き
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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